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要 旨
本研究は、高校に勤務する養護教諭が、性教育を行ううえで感じている困難感や課題について明らかにす
ることを目的に、G県内の高等学校に勤務する養護教諭を対象に、2014年 6月、半構成的面接によるインタ
ビュー調査を実施した。
結果、養護教諭が感じている性教育に対する困難感は、5つのカテゴリ 【ーカリキュラムの位置づけがない】
【校内の指導体制が整っていない】【養護教諭の指導力不足】【個人差が大きく実態把握が困難】【費用の捻出
が出来ない】で構成された。 養護教諭は、現任校では性教育がカリキュラムとして位置づけられておらず、
校内の指導体制も整っていないと感じており、費用の捻出が難しいこと等の困難感が明らかになった。生徒
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の家庭環境や受けてきた教育背景の個人差が大きいことから、性に関する実態の把握が困難であることとと
もに、養護教諭自身が、性教育を行うための指導力不足を認識していることも困難感につながっていた。
また、今後の性教育の課題としては、5つのカテゴリ 【ー人間教育としての性教育の確立】【指導方法の検
討】【専門機関との連携】【カリキュラムへの位置づけ】【生徒の実態把握】で構成された。女性のライフスタ
イルや生徒自身の今後の生活に活かすことが出来るような【人間教育として性教育】を行う必要性が、全コー
ド数の半数を占め、大きな課題として示された。養護教諭は、性教育を効果的に行うための指導方法の検討
をすることや専門機関とのネットワーク作りも重要であると考えていた。さらに、性教育を正規のカリキュ
ラムとして位置づけること、そして生徒のニーズに即した性教育を行うために生徒の実態把握をすることも
課題であることが明らかとなった。
今後は、性教育を学校教育の中の人間教育として位置づけ、生徒が自らの人間観やライフスタイルについ
て考える機会となるよう、教育内容や指導体制を検討する必要性が示唆された。（782文字）
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?．はじめに
近年、思春期における性行動の活発化・低年齢化
による人工妊娠中絶や性感染症の増加の傾向が見ら
れていることが指摘されている??。この状況に対し
て、厚生労働省の「健やか親子 21」では、主要課題
の 1つとして思春期の保健対策の強化と健康教育の
推進を掲げ、家庭、学校、地域等の連携による教育・
啓発普及・相談等を通じて、問題の理解と情報の提
供を目指して十分な量的拡大と質的転換を図る必要
性が明記されている??。経口避妊薬の流通、性行動の
停滞傾向及び二極化、社会情勢の変化に伴う生徒の
意識・態度の変化等により、十代の性感染症罹患率
は、ベースラインからすべての疾患において減少し
ており、十代の人工妊娠中絶率（15歳以上 20歳未満
女子人口千対）についても、第 1回中間評価時（平
成 17年）の 10.5から比較すると、第 2回中間評価時
（平成 22年）における値は 7.5で、減少傾向にある
ことが明らかとなった??。
「健やか親子 21」では、性教育について、男女の
関係や相互理解の必要性を説明するとともに、避妊
方法等も含めた説明も行い、生命の尊さや自分たち
が将来、子育ての当事者になることの自覚を促すこ
とが必要であると言及されている??。文部科学省も、
学校教育全体で取り組むべき課題と学習指導要領等
の内容の中で、思春期における心身の発達や健康問
題について、特に性的成熟に伴い、心理面、行動面
が変化することを中心に理解し、これらの変化に対
応して、異性を尊重する態度が必要であること、及
び性に関する情報への対処など適切な意志決定や行
動選択が必要であることを、健康な結婚生活という
点も視野に入れて児童生徒に理解できるように指導
する必要があると述べている??。今後も人工妊娠中
絶率や性感染症罹患率の減少傾向を継続させるため
に、性教育は重要な取り組みであると考えられる。
また、学校においては教職員が一体となって教育活
動全般を通じて学校保健を推進することが大切であ
り、教科指導及び特別活動等においては、担任や教
科担当の教諭だけでなく養護教諭など専門性を有す
る教職員の参加・協力を得て、思春期の健康に関す
る指導を一層推進し、特に、教科「体育・保健体育」
における健康教育を、養護教諭の参加・協力を得て
推進することが重要であると具体策の中で示されて
いる??。
性教育に関する先行研究を概観すると、岡部??の
研究においては、大学生の認識として、高校生の適
切な性教育授業担当者の第一は養護教諭（56.5％）、
次いで性教育の専門家（55.2％）であり、学生は、性
や性と関連する妊娠、性感染症、人工妊娠中絶に関
しては、専門的な職業をもつ者から教育を受けたい
と要望しているためであると指摘している。そして、
多田??は、高校に勤務する養護教諭の 100％が性に
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関する相談を受けていて、その相談内容を詳細に分
析すると、70％以上の養護教諭が性的にアクティブ
であることを裏付けるような相談「妊娠」「中絶」「避
妊」に関する相談であることを明らにした。
しかし、実際には、養護教諭は「自分でやる自身
がない」、「同僚や管理者の協力を得られない」など
が理由で、性教育を行うことが難しいと感じており、
また保健室を空けることに問題を感じ、授業のため
の教材研究の時間の確保が困難であること等も報告
されている??。さらに、現状では性教育の担当者は、
学校の自由裁量に委ねられているため、小・中・高
等学校で性教育の教科担当者が移り変わり、その専
門性も不安定であることが指摘されており、すべて
の教員を加えた学内連携の必要性が問われてい
る??。また、学外の専門家との連携も十分であるとは
言えず????、専門職種との連携不足によって十代の
非希望妊娠にもつながっていると指摘されてい
る??。
以上のことから、養護教諭が行う性教育の必要性
が叫ばれている一方で、養護教諭の職務が多用であ
ることや学内・学外における連携が十分でないこと
から、養護教諭自身が性教育を行うことが困難だと
感じている実態が明らかになった。しかし、先行研
究では、高校生の性教育について述べられているも
のは少ないため、性に対する態度や行動が活発な時
期にある高校に勤務する養護教諭が、性教育を行う
うえで感じている困難さや課題について明らかにす
る必要がある。
?．研究の目的
性に対する行動が活発な時期にある高校生に対し
て、高等学校に勤務する養護教諭が性教育を行なう
上で感じている困難感や課題を明らかにする。
?．用語の定義
１．性教育
二次性徴の発現や生殖機能の成熟、受精や妊娠、
性器（生殖器）の構造や月経、射精、性行動、性感
染症などに直接性に関する事柄を内容とする概念。
２．健やか親子21
これまでの母子保健の取組の成果を踏まえ、残さ
れた課題と新たな課題を整理し、21世紀の母子保健
の主要な取組を提示するビジョンであると同時に、
それぞれの課題についての取組の目標を設定し、関
係者、関係機関・団体が一体となって推進する国民
運動計画。
?．研究方法
１．研究デザイン
因子探索型の質的帰納的研究
２．対象
G県内の高等学校に勤務する養護教諭
３．時期
2014年 6月
４．方法
対象の高等学校の学校長・養護教諭に本研究の目
的及び方法を口頭と文章にて説明した後、再度郵送
にて依頼分を送付し、返信をもって同意とみなした。
独自に作成したインタビューガイドに基づいた半構
成的面接によってインタビュー調査を行った。面接
時間は 1時間程度とし、対象者の勤務校の保健室に
て行った。また、面接内容は実際を正確に分析する
ため、対象者の同意を得て ICレコーダーに録音し
た。
５．内容
①性教育を行うにあたって具体的にどのような取
り組みをしているか。
②性教育を行い、得られた成果と認識している困
難感、課題 等
６．倫理的配慮
対象者及び学校長に本研究の目的及び方法を口頭
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と文章にて説明し同意を得た。本研究への参加は対
象者の自由意思であること、研究に協力出来ないこ
とで不利益が被ることはないこと、研究協力の承諾
後においても研究への参加の辞退は自由であるこ
と、等を口頭と文章にて説明した。また得られたデー
タは匿名で記録し、個人情報が特定されないように
配慮し、プライバシーを保障した。
７．分析方法
録音した内容を逐語録化し、意味のある一文節を
記録単位として抽出した。抽出した記録単位は、意
味内容の類似性に従って分類し、サブカテゴリー化、
カテゴリー化を行い、質的分析を行った。サブカテ
ゴリー化、カテゴリー化の作業にあたっては、小児
看護分野での研究者同士で協議を重ね、信頼性の確
保に努めた。
分析の視点としては①養護教諭が感じている性教
育に対する困難感、②性教育の今後の課題の 2つの
視点で分析を行った。
?．結 果
１．対象者の概要
本調査への同意が得られた G県高等学校 2校の
養護教諭を本研究の対象とした。対象となった養護
教諭の概要について表 1に示す。
２．養護教諭が感じている性教育に対する困難感
（表 2）
養護教諭が認識している性教育に対する困難感で
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【校内の指導体制が整っていない】【養護教諭の指導
力不足】【個人差が大きく実態把握が困難】【費用の
捻出が出来ない】で構成された。
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表１ 対象者の概要
現任校での
勤務年数 年齢 教職年数 学校 25年度の性教育への取り組み
インタビュー
時間
A  3年 50歳代 30年 進学女子高校
①助産師による性感染症予防月経コントロールに関
する性教育講演会を実施
②随時、個別指導を実施
64分
B  7年 60歳代 39年 共学実業高校
①世界エイズ週間に保健委員を中心にエイズキルト
やレッドリボンをつくり、校内の啓発活動を実施
②一年生を対象に産婦人科医による「エイズ・性に
関する講演会」を実施し、生徒の感想を川柳で発表
108分
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表２ 養護教諭が感じている性教育に対する困難感
コード「 」 サブガテゴリー? > カテゴリー【 】
時間（性教育を行う時間）を生み出すのがカリキュラムの中で非常に難しい
カリキュラムの位置づけが
ない
養護教諭が性教育を行うためにカリキュラムに入り込む余地がない
きちんとした計画を持って取り組めれば良いが、今のところは現在行っている性教
育が精一杯
カリキュラムの位置づ
けがない
時間をもらって養護教諭が授業を行うことは厳しい状況 性教育を行う時間の確保が難しい
講演会等の性の指導のための時間の確保が困難
教える側の教員にも性に関する知識に個人差があって難しい 教員に個人差がある
教員が忙しく、雑務に追われて生徒の情報交換もままならない
校内の指導体制が整っ
ていない
教員が守秘義務を守れず、生徒と養護教諭の関係性がくずれてしまう 養護教諭と教員との連携ができない
教員との関係性を築くことが難しく、性に関する個別指導がスムーズに行えない
(養護教諭自身は）広く、浅く知識はあるが、1つ 1つを深めていく余裕も力量もな
い
性に関する指導を行う際に、養護教諭自身の指導力の限界を感じる 養護教諭の指導力が不足している
性教育の成果はすぐには現われず、養護教諭自身が虚しさを感じる 養護教諭の指導力不足
性に関する問題が起きても事後処理的になってしまうことが多い
個別指導が後追いである
生徒の来談者相談の時に性に関する指導を行うことが多い
(生徒たちは）小・中でやってきたこと（性教育）がなかなか根付いていない
家庭での初潮指導や基本的なことが出来ていない生徒もいる 生徒の個人差が大きい
生徒には様々な家庭背景がある 個人差が大きく実態把握が困難
生徒との関係性を崩さないために、性に関する話はあまり深く聞けない 生徒の実態把握が難しい
純潔教育が長かっただけに、なかなかダイナミックに取り組めない ニーズに合った性教育を行うことが出来ない
費用が出ないため、1回の講演会をやることが大変 講演会を実施する費用がない 費用が捻出出来ない
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も困難感につながっていた。生徒の家庭環境や受け
てきた教育背景の個人差が大きいことから、性に関
する実態の把握が困難であることが明らかとなっ
た。
３．今後の課題（表 3）
今後の課題では、16のコードが抽出され、8のサ
ブカテゴリー、5つのカテゴリ 【ー人間教育としての
性教育の確立】【指導方法の検討】【専門機関との連
携】【カリキュラムへの位置づけ】【生徒の実態把握】
で構成された。
以下カテゴリー別に述べる。
なお、本文中のカテゴリーは【 】、サブカテゴリー
は? >、コードは を検討>で示す。
⑴ 【人間教育としての性教育の確立】
このカテゴリーは
ドを含む
?効果的な指導方法
のサブカ
の 1つのサブカテゴ
リーで構成された。
、
【専門機関との連携】
このカテゴリーは
や
>の 1つ
ードを含
テゴというコードを含む?女性のライフスタイルを考慮
した性教育>や、
ークづくり
というコ
から構成
む?
リー
導方法の検討】
このカテゴリーは
養
⑶
課程に位置づ
というコ
、
つのサ
ブカテ
む
ゴリー
ド
成
含む
され
人間教育と
というコー
ドを含
い
?教員 >
を
3
ネ
?専門機関
ける
ー
ー
ての
ットワ
、
。
うコ
指
し
の
の
性教育
た
と
⑵ 【
・
と
>
連
携
」斜体「
す な々念る を対 様?愛 教等観に
通 」といを育て 良科を とけ 思うて 人 てい るし 、 の性女?
ス け ない」ライフ なを れ ならを考える機 ら作ルタ ばイ 会
校 何となく・ ら小 さ学 てで「 中 や れ
うど自 て 捉分 しと（性教 えさせ、を と自覚き の育）こた
」るか けらす高 受学等 を 最関 後れる? が に性 る校 育教
は っしで会なので かり教いう う意味 なけれ、 育機 そ しの
ば 」な いなら
間人も、 含一 教に員 教育に般 育を? 教 性ため
成員 」つ 養教 要向く が必なて意 が よい う識
?本当は 学共 ほの共習が出 う来る
が良い」 包ラートにオブ 現で性教育んだよう? な表
徒には伝わらない」も生行を てっ
作の門機関と?専 ネットワーク
は必要」り
表３ 今後の課題
コ ー ド サブガテゴリー カテゴリー【 】
生徒が健全な自分の将来を育んでいくために繰り返し指導する必要がある
女性のライフスタイルを考
慮した性教育
女性のライフスタイルを考える機会を作らなければならない
愛に対する観念等を様々な教科を通して、人を育てていけると良いと思う
教科のテストに出る問題だけではなく、人間教育的な部分でも（教員と）連携が取
れるようになると良い
授業中に人間教育的なことも一緒に学べるようにする意識が出来ると良い 人間教育としての性教育
人間教育としての性教
育の確立
小・中学校で何となくやらされてきたこと（性教育）を、自分の自覚としてどう捉
えさせるか
高等学校が性に関する教育を受けられる最後の機会なので、そういう意味ではしっ
かり教育しなければならない
一般教員にも、人間教育を含めた性教育について意識が向くような教員養成が必要 教員養成課程に位置づける
本当は共習が出来る共学のほうが良い
(ボランティアを交えた性教育を行うなどといった時に）守秘義務についても考える
必要がある 効果的な指導方法を検討 指導方法の検討
オブラートに包んだような表現で性教育を行っても生徒には伝わらない
専門機関とのネットワーク作りが必要 専門機関との連携・ネットワークづくり 専門機関との連携
性教育がカリキュラム化され、生徒が平等に質の高い性教育を受ける機会を作る必
要がある
カリキュラムの見直し
(性に関する問題が）起きたときになんとかすることしか出来ないのでそれではダメ
だと思いつつ現在に至る
カリキュラムへの位置
づけ
計画したことをちゃんと評価しなくてはいけない 評価が必要
家庭の環境によって生徒間に格差がある 生徒の個人差を考慮する 生徒の実態把握
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で構成された。
⑷ 【カリキュラムへの位置づけ】
このカテゴリーは
活動など，学校教育活動全体を通じて取り
組むことが重要であり、それぞれの教科等の役割分
担
や、
り明確にした上で、連携して取り組む必要が
あると明記され、性教育に関して学内全体で連携を
図ることの重要性
というコードを含む?カリキュラムの見
直し>と
た。他に
と述べ
ており、性教育を行うための知識を研
というコードを含む?評価が必要>の 2つの
サブカテゴリーで構成された
⑸ 【生徒の実態把握】
このカテゴリーは
教員の職務が多く、性教育のための時
間を割
というコードを含む?生徒の個人差を
考慮する>の 1つのカテゴリーで構成された。
以上のことから、女性のライフスタイルや生徒自
身の今後の生活に活かすことが出来るような【人間
教育として性教育】を行うことが、全コード数の半
数を占め、大きな課題として示され
少ない現
も、養
護教諭は、性教育を効果的に行うための指導方法の
検討や専門機関とのネットワーク作りも今後重要で
あると考えていることが明らかとなった。性教育が
高等学校正規のカリキュラムとして位置づけられて
いないことから、カリキュラムへの位置づけをする
こと、そして生徒のニーズに即した性教育を行うた
めに生徒の実態把握をすることも必要であることが
示唆された。
?．考 察
１．養護教諭が感じている性教育に対する困難感
インタビュー調査の結果、養護教諭は
うに、性
状が伺える。また、文部科学省の『学校教
育全
鑽することが
現
や
では困難である様子が伺えた。また、
全教育，性教
と述べていることから、現行の学校教育では、
養護教諭が性教育を行うための【カリキュラムの位
置づけがない】ことが明らかになった。多田ら??の中
学・高校生の性に関わる問題と学校における性教育
に関する研究では、性教育はカリキュラム上保健体
育が主体で、それ以外では時間の確保が難しいと指
摘しており、本調査でも性教育を行うための時間が
護
教諭の
教育に対する方針や指導
方法における共通認識
体（教科横断的な内容）で取り組むべき課題（食
育，安
不足】も性教
育）と学習指導要領等の内容（H24
年）』では、性教育は体育、保健体育のみならず，道
徳や特別
康教育への積
極的参加に関する研究で、養護教諭は保健室を空け
ることに問題を感じており、授
をよ
ための教材研究
の時間の確保が困難であることが明らかとなってい
るが、本調査でも
とと
もに、教員と養護教諭が
が示されている??。しかし、実際に
は
るよ
護教諭と
二人配置により職務を分担し、養護教諭が自
己
を図る必要がある
状
や
える。
一方、【養護教諭の指導力
あると考える
育を行う上
で困難感
と養護教諭は
述べており、
あることが明ら
かと
と述べている。性教育の
くことが難しいため、養
養
いこと
教員間の連
携が進まないことが明らかとなった。効果的な性教
育を実施するためには、学内の連携は重要であり、
今後は性教育をカリキュラムの中に位置づける
るよう、医療職との連携
によ
スムーズに連携を図って性
教育が行われ
、
な
に関
?
により、性教育を行うことの達成
感が得られず、
研鑽をするための
と考
を確保する等の体制作りが
必要で
り性教育
力の
す
???。さらに
を生じさせる要因の一つで
で現
指導
?の
不足を
なった。徳田ら?
性を
養護教諭の健
時
間
増や
れ
し
察
高め
る知識を深め、
専門
の
教
さ
れ
ることができ
よ
る
業
護
感
、指
る。養
の
じてい
を養
間
護
と
諭
導力
知識
教諭が
り 場
短
不足を
が
推
る
が
を研
時
感
す
果
鑽
成
れキリ育教? ムカが 、性 さラ 化ュ
徒 会けに質 を機る生 育教 必平 作るを が性のが 受高 要い等
」ある きき性に にが とた）題 と? なんする問関 か起(
つ思は 現し ついと メいか とダな だる の出来こ でそ でれす
るに 」至在
んし画「 ゃ いなと計 ち し てとた 評価を くこ は
な 」いけ
に環境によの庭 間徒生「 っ家 て
格差 」がある
養 諭「 護教
余込むを にカ育 入り なめ性 行 地に教 ムュた リ がラが う キ
い」 指 困会? 演 導 の 保がの 時間等の 確講 め性 ののた
」難
教? くと 性員 係 個築 くの関 が難し 関こと 性を るに、 す
導指 え行 」が上手く別 ない く? しが忙 追に教員 雑務、
情生 のて 徒れ まま報交換もわ い」ならな
護 は 広く教諭 浅）?（養 はあ知識く、
も力を深 量もな余裕るが、１つ１ い」めていくつ
「 教性
育 成果に 虚しさを感じず、養護教諭自はすぐに現れ 身が
る がある」こと
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じさせる要因として、?個別指導が後追い>であるこ
とも挙げられた。カリキュラムに位置づけがないこ
とから、教科科目として性教育を行うことが難しく、
結果として個別指導が多くなっていることが推察さ
れる。
また、多田ら??の中学・高校性の性教育に関する研
究でも、性教育が個人指導中心ということは、予防
的教育というよりは、問題が生じた場合への対応が
中心であると指摘されている。本調査でも、性教育
は問題が生じた場合の
連携を図り、養護教諭
になっ
ていることが浮き彫りとなった。高校生の妊娠や性
感染症など、性に関する問題を予防するためにも予
防的な教育を行うための指導体制を整えていく必要
がある。
さらに、今回の調査で生徒の家庭背景や受けてき
た教育によって性に関する知識に格差があり、生徒
の性に関する実態の把握が難しいことも、性教育を
行う上での困難感につながっていることが明らかと
なった。養護教諭は、 等教育中等教育分科会???でも、人間関係の理解やコ
ミュニケ、 ション能力を前提として、心身の機能の
発達などの科学的知識、理性により行動
と述べており、生徒間や学校間での格差が大き
いことが伺え、生徒の実態を把握することの難しさ
が推察された。下村ら??の研究では、生徒の実態を良
く知る担任教員らと相談して内容を精選し、生徒の
ニーズに沿った性教育を実施した結果、その指導効
果が高まり、生徒は理解を深めたと報告している。
このことから、効果的な性教育を行う上で、生徒の
実態やニーズを把握することは重要であり、担任等
の教員との
育
として捉えることが自身も普段から生
徒との関係を良好にしておくことで、生徒の性に関
する実態が把握でき、より生徒のニーズに沿った性
教育に取り組むことが出来ると考える。
２．今後の課題
インタビュー調査から、【人間教育としての性教育
の確立】が大きな課題であることが浮き彫りになっ
た。養護教諭は、
により、養護教諭は
産婦人科医や看護職等の専門職から性に関するより
専門性
、
高い知識を得ることができ、得た知識を個
別指導等の性教育の場で活かすこと
等と述べており、性教育を単に性感染症や
妊娠についてなどの医学的な知識を提供する場とし
てだけではなく、愛に対する観念や豊かな人間形成
の場として確立することが重要だと認識していた。
岡部ら??の大学生を対象とした高等学校における性
教育の現状と課題に関する研究でも、大学生は性に
おける人間関係を重要であると認識しており、性教
育を行う教員には、高校生が人間について考えられ
る機会を提供できる能力が求められていると報告し
ている。一方で、
確立するためには、性教育を人間教
摘
している。また、普
できるような教員養成も必要で
あることが推察された。
さ
と養護教諭が述べているよう
に、高等学校を卒業すると性教育を受けられる場が
なく、性に関する知識を得る機会が少なくなり、そ
の後のライフサイクルの中では、結婚や妊娠、出産
といった様々なイベントを控えているため、豊かな
人生を送るためには良好な人間関係や自己の人間観
の確立が必要である。平成 18年の中央教育審議会初
そして、性教育を人間教
育の場として
とは有意義であると考
が出
ー
ると指
子高校の場合、女子生
段からネットワークをつくって
イベントを控えてい
を制御する
力、自分や他者の尊重の心をはぐくむことが必要で
あると述べられており、高等学校の性教育で人間教
育的な部分に触れるこ
上で重要であることが
える。
特に女
山際ら??の産婦人科
徒は妊娠や出産といっ
たライフ
では、専門機関との
ることから、性教育が
女性のライフスタイルについて考える機会となるこ
とは重要であると言える。
の連携】をす
ることは性教育を行う
、
の性教育講座に関す
示唆さ
来
た。
べており、と養護教諭
医師
述は 門
る研究
【専
に
連携
機
ら
れ
関
の
と
事 理後「 」処 的 ものな
やの 潮指初 導で庭家 な? 的基本
いない出が て来 いと る徒もこ 生 」 と生徒 係の「 関 崩を
性も すに とがる関 なに こ事 出来な く深め 聞柄さ をた くい
」い
育的 こ間教に 一?授 と人 も中 緒業 な に
うよ 良に 」る いべる 意識す が出学 とる来 す愛に? 対 る
教科な 通々 けるとを いを様 して 良観 人念 いてて、 を育等
と思う」
け校 ら学 受高等 するが性に関 を? 育教
る でれ そう、 う最後の機 い 教育り味ではしっ意の かな会
け なば られ い」ななし
りが必要」く「専門機関とのネットワークづ
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おくことで、性に関する問題が起きた時にスムーズ
に専門機関へつなぐことができるのではないかと考
える。【指導方法の検討】については、
ることが明らかとなった。また、
性教育をカリキュラムに位置づけ、指導方
など、指導方法によっては性教育を効果的に
行えないことが示唆された。また、石沢ら???の研究
では、時代とともに変化していくニーズに対応出来
るよう、学校での性教育カリキュラムについて、指
導内容や実施時期等検討を重ね、子ども達とそれを
取り巻く社会の実情に合わせて体系化していくこと
が必要であると述べられており、今回の調査も同様
に生徒のニーズに沿って性教育をカリキュラム化し
ていくことの重要性が示唆されていた。生徒のニー
ズに沿った性教育を行うために、生徒の実態を把握
し、学校全体で性教育のカリキュラム化や指導内容
について検討していくことが喫緊の問題である。
?．ま と め
性に対する行動が活発な時期にある高校生に対し
て、高等学校に勤務する養護教諭が性教育を行う上
で感じている困難感や課題を明らかにすることを目
的として、半構造化面接法を行い分析した結果、以
下について明らかになった。
①養護教諭が性教育を行う上で感じている困難感
として、【カリキュラムの位置づけがない】【校
内の指導体制が整っていない】【養護教諭の指導
力不足】【個人差が大きく実態把握が困難】【費
用の捻出が出来ない】の 5つのカテゴリーに整
理された。性教育がカリキュラムに位置づいて
いないことに加え、養護教諭の職務が忙しく、
教員との連携が図れないことや養護教諭自身の
指導力を研鑽することが出来ないことから困難
感が生じているという現状が浮かび上がった。
また、生徒間や学校間でも性に関する知識の格
差があり、実態把握が困難であることも一層性
教育を難しくさせていることが明らかとなっ
た。
②今後の性教育の課題は、【人間教育としての性教
育の確立】【指導方法の検討】【専門機関との連
携】【カリキュラムへの位置づけ】【生徒の実態
把握】の 5つのカテゴリーに整理された。性教
育を人間教育として確立し、生徒が自らの人間
観やライフスタイルについて考える機会となる
ように、教育内容や指導体制を検討することが
今後の課題であ
（2001）
6)徳田修司、長岡良治、飯干 明、他：養護教諭の健康教
育へ
法を
検討していくことの必要性や、教員との連携を
密にし、生徒の実態把握に結びつけることの重
要性が示唆された。
ご多忙の中、本研究にご協力いただきました養護
教諭の先生方に心から感謝申し上げます。
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